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位相特異点に起因するドーナツ型の強度分布と螺旋状波面に由来する軌道角運動量を有する光

渦は様々な応用が期待され、広く研究がなされている。近年、われわれは、アブレーション閾値

に近い微弱なエネルギーの光渦パルスを物質へ照射すると、物質は光渦の軌道角運動量を受取り

ナノスケールの螺旋構造体へ変形することを発見した。この現象は、金属、シリコンをはじめ様々

な物質で起こることが確認されている。本講演では、アブレーション閾値を超えた光渦パルスを

シリコンに照射した場合に、結晶性のシリコンコラムが形成されることを新たに発見したので報

告する。 

 QスイッチモードロックYAGレーザー(波長1064nm、パルス幅20ps)を螺旋位相板により光渦に変

換したあと、シリコン結晶に集光した。照射エネルギー0.8 mJ、照射光パルス数1回である。図1

は加工されたシリコン表面のSEM画像である。加工痕中央部にコラム状の構造体が形成されてい

ることが分かる。コラムの高さは約19.7 µm、直径3.55 µmであり、照射エネルギーを増加させる

と、シリコンコラムの高さも高くなることが分かった。 

シリコンコラムのラマンスペクトルを図2に示す。形成されたシリコンコラムのラマンスペクト

ルは単結晶であるシリコン基板表面( (100)面)のラマンスペクトルとほぼ一致していることから、

シリコンコラムは結晶性を有していることが分かる。 

現在、集光レンズのNAを変えた場合のシリコンコラムの形状を実験的に解析しているが、詳細

は当日報告する。 
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図 1 シリコンコラム 
図 2 シリコンコラムのラマンスペクトル 
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